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年から 1985 年、第Ⅱ期は 1986 年から 1991 年、
第Ⅲ期は 1992 年から 1999 年、第Ⅳ期は 2000
年～ 2008 年とした。（図３）
　第Ⅰ期には２度のマンション供給ラッシュを経

























































































































した。青葉区の数値で 1991 年に 4,300
万円台であった価格は、1995 年以降、
2,800 万円～ 3,200 万円台を推移し、
























80 ㎡前後で推移し、2006 年には 81.80 ㎡となっ
た。また中心市街地において高層化が急速に進展
している。青葉区の３LDK ～４LDK の戸建住宅




















































　2008 年の土地利用を概観すると 1975 年時は
商店街を構成する小売店やサービス業の店舗が立
地していた地点にマンションが立地している。小



















































発は 1979 年と 1986 年に１棟ずつ建設されたこ
とを皮切りに、1993 年以降活発化した。土地利



































































































図８　広瀬町土地利用状況（1990 年、2008 年） 
（ゼンリンの住宅地図、現地調査により作成）
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